
 平成25年９月５日（木）、６日（金）釧路市生涯学習センター「まなぼっと幣舞」において、釧路教育研 

究所（渡辺仁平所長）主管いただき、第68回北海道教育研究所連盟研究発表大会（釧路大会）を開催しまし 

た。全道関係機関から120名を超える参加者が２日間に渡り、教員の実践的指導力向上に向けた取組につい 

て研鑽を話し合われました。 

 開会式において岸委員長は、各教育研究所・研修センターが、教員研修や教育研究の専門機関都強いて学 

校や教員、学力向上をはじめとした地域の要望を的確に受け止め、新たな時代を担う子どもたちのために教 

育の室を高め、それぞれの地域の学校の教育力向上、教員の実践的指導力の向上に向けた研修・研究の拠点 

としての役割を果たしていく必要がある。と挨拶しました。  

今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」 
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１日目（９月５日（木）） 13:30 14:00                    15:10                                        17:10 
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【全体発表】 
第14次共同研究のまとめと平成25年度共同研究 

共同研究推進委員会   
駒 場 秀 剛 委員長 

【記念講演】 
演題：「教育研究所・研修センターが果たすべき役割」 

講師：国立教育政策研究所初等中等教育研究部総括研究官  
藤 原 文 雄 氏 

9:20  10:40                15:55 16:00 
【研究発表】 

第１部会 石狩教育研修センター 
     釧路教育研究所 
第２部会 上川教育研修センター 

     十勝教育研究所 
第３部会 北海道教育大学 学校・地域教育研究支援センター 

へき地教育研究支援部門 

     札幌市教育センター 

【研究協議・助言】 

第１部会「授業改善」・渡島教育研究所 

           細 川 敬太郎 所長 

第２部会「校内研修」・稚内市教育研究所 

           高 井 徳 廣 所長 

第３部会「教員研修」・空知教育センター 

           高 瀬 裕 二 所長 
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日程及び主な研修内容 

平成 26年 2月 日発行 

第68回北海道教育研究所連盟研究発表大会（釧路大会）を開催しました。 

全体発表 

 

 

 

 

 

開会式挨拶 岸委員長 

 
駒場共同研究推進委員長に

よる全体発表 記念講演 

部会 研究発表・協議 

 昨年度の研究発表大会に引き続き、国立教育政策研究所初等中等教育研究部総括研究官 藤原文 
雄氏に「教育研究所・研修センターが果たすべき役割」と題して御講演いただきました。 

 藤原氏は、昨年度から指定事業の関連で道内各地を回り気付かれたことから、教育研究所・研修
センター、所員・研究員向け各地域で先生方を支援するための「実態・課題把握」が重要であるこ
とや関係機関の役割を明確にすること、一つ一つの取組が単発となっていること、学校内、学校と
学校、学校と教育研究所・研修センター、教育研究所・研修センターと道研、加盟機関と大学等の
連携が重要であること、「立派な紀要を作成することが研究の目的となっていないか」「各教育研究
所・研修センターの取組が本当に学校の役立つものとなっているか確認することが大切」と述べ、
最後に「教育研究所・研修センターが北海道の学力向上と子どもたちの未来のために頑張ってほし
い」と参会者へのエールで講演を結ばれました。 

 

 

  

 

２日目（９月６日（金）） 

平成 25年度共同研究推進委員長 駒場秀剛氏が、第 14次共同研究のまとめと平成 25年度 
共同研究の概要について説明しました。 
本年度は、共同歩調で研究を進めてきた全国教育研究所連盟が共同研究のテーマを決定する猶予期間と

したことから、当連盟においても第 14次共同研究を継続し、一層発展させるとして位置付けたこと、「実
践的な指導力の向上を図る教員研修の充実」を研究主題とし、「教員の実践的指導力の向上」と「開かれ
た教育研究所・研修センター」を研究の柱とすることが説明されました。 

 

藤原総括研究官による基調講演 

 研究主題「実践的な指導力の向上を図る教員研修の充実」に基づき、第１部会「授業改善」では、石狩教育研修センター、釧路教 
育研究所から、第２部会では、上川教育研修センター、十勝教育研究所から、第３部会では、「校内研修」「教員研修」の３部会に分 
かれて北海道教育大学 学校・地域教育研究支援センターへき地教育研究支援部門、札幌市教育センターから研究発表があり、その 
後、部会テーマに係わる協議を小グループに分かれワークショップ型の研究協議をとおして研鑽を 
深めました。 

 

研究発表の様子 

部会 助言 

 第１部会では、細川所長からセンター的機能を生かした取組が求められていること、適切に支援す 
るためには学校が何を目指しているのか把握することが欠かせないことなどについて助言があった。 
 第２部会では、高井所長から校内研修を支援していく上で、学校と教育研究所・研修センターが連 
携を図ること、所員・研究員が各学校の研究担当者と話し合う場の設定が大切であると助言した。 
 第３部会では、高瀬所長から地域の中心に学校があり、一人一人の教員が誠意をもち地域に根ざし 
た教育を行う意識を高めることが大切であり、地域の教育力を生かした研修計画の作成が重要である 
と助言した。 
 
 
 
 


